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茂
山
忠
一
孟
一
郎
家
蔵

■資
料
紹
介

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
茂
山
忠
一
＿
一
郎
家
蔵
の
翁
伝
書
二
点
の
う
ち
の
一

点
で
あ
る
。
同
家
に
所
蔵
さ
れ
る
翁
伝
書
二
点
の
う
ち
、
一
っ
は
「
翁
秘
書
」

（
巻
子
、
一
巻
）
、
も
う
―
つ
は
『
翁
口
伝
極
秘
書
抜
』
（
巻
子
、
一
巻
）
で
あ
る
。

こ
の
二
点
の
巻
子
本
は
金
剛
右
京
氏
（
明
治
五
年
1
昭
和
十
一
年
）
が
所
蔵
し

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
右
京
夫
人
よ
り
三
世
茂
山
忠
三
郎
良
一
が
形

見
と
し
て
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
右
京
氏
は
昭
和
十
一
年
に
逝
去
さ

れ
た
が
、
そ
の
納
棺
の
際
、
立
ち
会
っ
た
能
楽
師
に
伝
来
の
伝
書
が
形
見

と
し
て
渡
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
坂
戸
金
剛
家
に
伝
わ
る
書
は
す
べ
て
棺
の

中
に
入
れ
ら
れ
て
焼
失
し
た
と
い
う
。

金
剛
右
京
氏
と
茂
山
忠
三
郎
家
は
深
い
縁
が
あ
る
。
二
世
茂
山
忠
三
郎

良
豊
は
右
京
氏
の
仲
人
を
し
、
ま
た
右
京
氏
は
三
世
茂
山
忠
三
郎
良
一
の

仲
人
を
し
た
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
茂
山
家
の
過
去
帳
に
は
親
族
の
並
び

に
右
京
氏
の
名
が
入
れ
ら
れ
て
も
い
る
。
現
忠
三
郎
に
よ
れ
ば
、
跡
継
ぎ

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
右
京
氏
か
ら
金
剛
家
へ
養
子
に
入
ら
な
い
か
と
い
う

話
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
、
三
世
忠
三
郎
良
一
は
、
子
息
の
良
介
（
昭
和

―
―
十
年
に
戦
死
）
と
倖
一
（
現
忠
三
郎
）
の
兄
弟
で
狂
言
を
さ
せ
た
い
と
い
う

『
翁
秘
書
』

想
い
か
ら
、
丁
重
に
お
断
り
を
し
た
と
い
う
。
こ
の
他
に
も
生
前
の
右
京

氏
か
ら
三
世
忠
三
郎
が
ゆ
ず
ら
れ
た
も
の
に
、
「
三
番
―
―
-
」
を
舞
う
時
に

用
い
る
「
腰
板
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
普
通
は
木
で
で
き
て
い
る
が
、
右
京

氏
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
は
皮
で
で
き
て
お
り
、
現
忠
―
―
一
郎
に
よ
れ
ば
、
非

常
に
使
い
安
い
板
だ
と
言
う
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
『
翁
秘
書
』
は
天
地
二

0
•
五
セ
ン
チ
、
長
さ

七
三
五
セ
ン
チ
、
表
紙
は
草
花
模
様
の
布
表
紙
。
料
紙
は
鳥
子
紙
の
美
本

で
あ
る
。
題
綾
な
し
。
内
題
は
「
翁
秘
書
」
。
書
体
は
全
体
的
に
楷
書
に

近
い
読
み
や
す
い
字
で
、
末
尾
に
「
宝
永
二
歳
ふ
九
月
吉
曜
日
／
金
剛

太
夫
坂
戸
久
明
」
と
金
剛
大
夫
久
明
の
署
名
が
あ
る
。
金
剛
大
夫
久
明
は

「
重
修
猿
楽
伝
記
l

に
よ
る
と
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
没
で
、
享
年

は
不
明
。

こ
の
奥
書
の
署
名
と
本
文
の
文
字
は
同
筆
で
あ
り
、
本
文
も
金
剛
大
夫

久
明
の
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
も
う
―
つ
の
翁
伝
書
は
「
交
野
長
命
久
敦
」

の
署
名
が
あ
る
も
の
だ
が
（
長
命
久
敦
は
南
山
城
を
拠
点
に
し
て
い
た
金
剛
座
の

役
者
ら
し
い
）
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
紹
介
の
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
う
。

茂

山

恭

仁

子
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嬰

g
nー
半

l_i丸

11↓
1

テ↑

t
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脅
永
孟
咲
炉

4
A古
繕
日

ら
も
、
't;2b‘

「翁秘書」奥書

九
叶
＼
他
分
切
ー
ー
た
／
ヒ
ャ
ッ
＼
、

必
託
ふ
ー
鉾
籾
ヒ
ヴ
泣
豆

;＇

f-ILi
`
t'1炉
附
岱
渭

j̀t'

牝
吼
肉
の
i

ぷ
尺
~
も
、
：f
f

＼
 

ぃ
ク
ぼ
な
、
ち
見

i
j
氏在，
＿1
ト
メ

系
苅
砧
笈
省
＼

．i`ぇ
",1

tた
と

i
と
玲
生
が
あ

f
ー
が

こ
の
『
翁
秘
書
」
に
は
翁
が
演
じ
ら
れ
る
際
の
作
法
が
詳
細
に
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
内
容
を
本
書
の
見
出
し
で
記
す
と
、
「
翁
秘
書
」
「
翁
之
次
第
」

「
極
秘
書
」
「
翁
舞
の
内
」
「
鈴
之
事
」
「
風
流
之
事
」
「
開
口
之
事
」
「
翁
所

作
之
事
」
「
太
夫
後
見
之
事
」
と
な
る
。

こ
の
う
ち
の
「
翁
舞
の
内
」
に
は
、
翁
舞
の
足
拍
子
を
「
天
地
人
」
の

三
オ
で
説
明
す
る
神
道
吉
田
家
の
翁
秘
説
が
認
め
ら
れ
る
。
吉
田
家
の
翁

秘
説
は
江
戸
時
代
に
観
世
・
宝
生
・
喜
多
の
三
流
の
役
者
た
ち
が
伝
授
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
秘
説
は
金
剛
流
の
役
者
に
も
影
響
を
及
ぽ
し
て
い
る

t
も
合
を
吹
J

l品
ぶ
t

午

1
?

'）

怜

"
•
Aぇ

「翁秘書』「翁所作之事」

「翁秘書j

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
（
天
野
文
雄
氏
「
翁
猿
楽
研
究
」
）
、
本
書
は
金
剛

大
夫
の
自
筆
で
あ
り
、
本
書
に
よ
っ
て
吉
田
家
の
翁
秘
説
が
金
剛
流
に
も

及
ん
で
い
た
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

な
お
、
天
理
図
書
館
蔵
『
翁
大
事
御
相
伝
人
数
書
]
に
よ
る
と
、
紀
州

徳
川
家
の
家
臣
で
能
役
者
で
も
あ
っ
た
徳
田
藤
左
衛
門
隣
忠
は
宝
永
二
年

（一七
0
五
）
仲
夏
に
、
吉
田
家
か
ら
「
翁
の
大
事
」
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
が
、

本
書
の
奥
書
年
記
は
そ
の
四
ヶ
月
後
で
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
徳
田
隣

忠
は
ま
ず
渋
谷
道
修
を
師
と
し
た
が
、
の
ち
に
金
剛
大
夫
久
明
を
師
と
し
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一
、
先
当
日
早
旦
行
水
。
入
レ
塩
゜

一
、
着
装
束
浄
衣
ー
、
加
持
冗
文
。
口
伝
。

一

、

手

水

之

兜

文

。

口

伝

。

翁
秘
書

て
い
る
か
ら
（
『
御
世
話
筋
秘
曲
」
）
、
久
明
の
筆
に
な
る
本
書
に
吉
田
家
の
翁

秘
説
の
投
影
が
あ
る
の
は
、
徳
田
隣
忠
か
ら
仕
入
れ
た
知
識
に
よ
っ
て
い

る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
吉
田
家
の
翁
秘
説
が
金
剛
流
に
も
及
ん
で
い

た
こ
と
を
確
実
に
す
る
資
料
で
あ
り
、
江
戸
後
期
以
後
の
金
剛
家
の
翁
秘

説
を
伝
え
る
点
で
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
冒
頭
の
《
翁
》
上

演
前
の
故
事
や
開
口
に
つ
い
て
の
記
事
も
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
言

え
る
。〔

凡
例
〕

一
、
翻
刻
は
基
本
的
に
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
た
が
、
読

解
の
便
を
考
慮
し
て
、
適
宜
、
旬
読
点
、
返
り
点
等
を
付
し
た
。

一
、
本
文
中
の
旧
字
体
や
異
体
字
は
新
字
体
に
改
め
た
。

一
、
本
文
中
に
は
「
口
伝
」
を
「
ロ
イ
」
と
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
す
べ
て
「
口
伝
」
と
し
た
。

¥

＼

 

一
、
本
文
中
の
「
一

(
1
四
十
五
）
」
と
あ
る
部
分
は
朱
書
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
は
朱
筆
の
箇
所
は
な
い
。

一
、
御
面
箱
置
所
。

北
方
仁
設
レ
机
於
、
南
向
仁
奉
レ
安
コ
置
之
一
。
狂
言
置
レ
之
。
兼
而
箱
之

中
に
八
寸
太
麻
Jk

納
置
取
レ
之
、
払
二
我
身
↓
。
次
千
歳
、
脇
、
狂
言

共
上
仝
苔
以
二
太
麻
予
、

払

之

兜

文

。

口

伝

。

陰

日

究

文

。

口

伝

。

一
、
件
祓
串
於
取
、
払
〗
御
面
箱
屯
箱
仁
四
手
有
。
今
ハ
不
レ
附
レ
之
。

一
、
神
供
、
神
酒
備
レ
之
。
以
．．
 

祓
串
喝
払
レ
之
。

神

供

。

千

歳

備

レ

之

。

神

供

品

々

。

口

伝

也

。

神
酒
。
脇
備
レ
之
。

神
酒
、
御
灯
、
瓶
子
口
等
口
伝
有
。

一

、

神

供

究

文

。

口

伝

。

一

、

神

酒

兜

文

。

口

伝

。

右
頂
戴
之
節
、
品
有
レ
之
也
。

今
ハ

一
、
三
宝
炭
斗
゜

神
前
一
、
三
宝
ニ
ニ
寸
洗
米
。
尤
す
直
。
奉
レ
備
、
幕
掛
リ
前
二
頂
戴
ス
ル
。
尤
炭

斗
モ
同
断
。

一
、
手
向
太
麻
゜

一
、
鉾
持
扇
兜
文
。

一
、
護
神
身
法
此
§
9
0

口
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

464 



一
、
神
霊
招
請
之
太
事
。

一
、
十
宝
内
縛
印
塁

i
g

一
、
五
臓
安
寧
加
持
。

一
、
天
神
地
神
同
体
ヵ
観
念
。

一
、
幕
仁
懸
ょ
時
岩
戸
乃
印
。

一
、
同
、
陰
陽
JI

足
踏
ア
リ
0

一
、
橋
掛
リ
太
事
。

一
、
着
座
と
ス
神
楽
之
太
事
。

一
、
心
中
祈
念
。

一
、
翁
所
作
之
事
。

仕
舞
付
之
事
也
。

一
、
と
う

l
＼
た
ら
り
再
、
文
字
之
事
。
口
伝
。

一
、
三
之
寄
児
文
等
。
口
伝
。

一
、
翁
帰
●
尺
幕
L
入

留

。

口

伝

。

付
翁
帰
リ
，
事
。

一
、
神
霊
発
遣
太
事
。
口
伝
。

一
、
内
縛
印
明
Jt
令
細
＂
。
口
伝
。

一
、
二
日
メ
、
三
日
メ
、
四
日
メ
‘

千
歳
ウ
タ
イ
ヤ
ウ
カ
ワ
ル
。
同
音
モ
同
断
。
四
日
，
セ
リ
フ
田
埒

ノ
事
。
笛
座
着
共
ニ
カ
ワ
ル
。
口
伝
。

一

、

十

二

月

往

来

。

口

伝

。 口
伝
。

ロ
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

口
伝
。

翁
之
次
第

千
歳
翁
也
三
番
一

笛小
鼓

天

太

玉

命

千

歳

印
相
之
時
、
扇
，
腰
ニ
サ
ス
。
印
相
給
ァ
、
扇
右
ノ
手
ニ
テ
ト
リ
、
左
ニ
ウ

ッ
シ
、
又
右
二
如
レ
常
モ
ツ
。

天

児

屋

根

命

太

夫

天

細

女

命

―

―

一

番

三

是
ヲ
四
宮
神
卜
云
゜

手
刀
雄
命

笛
吹
大
明
神

高
嶋
明
神

源
太
夫
神

熱
田
大
明
神

八
百
万
神

一
、
父
尉
ハ

一
、
延
命
冠
者
ハ

復
云
゜

武
持
神

春
旦
二
之
御
殿

住
吉
大
明
神

笛
吹
大
明
神

蛙
子

脇笛小
鼓
大
鼓
太
鼓
地
唄
後
見

白
骰
大
明
神
。

西
宮
太
神
宮
。
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一
、
翁
ハ
惣
し
て
神
代
神
楽
の
作
法
也
。
む
か
し
日
神
岩
一
戸
に
引
籠
り

た
ま
ふ
時
、
諸
神
し
う
会
し
て
神
わ
さ
有
し
に
、
天
細
女
命
か
舞

し
給
ふ
。
是
則
根
元
也
。
神
代
の
む
か
し
日
神
納
受
あ
り
。
い
わ

ん
や
下
界
の
神
に
を
い
て
を
や
。
委
ハ
n
にニアリ。

一
、
第
一
翁
卜
云
ハ

太

玉

神

千

歳

振

也

。

第
二
天

児

屋

根

命

神

道

翁

也

。

第
三
天

鋪

女

命

三

番

申

楽

也

。

天
の
う
す
め
鈴
を
ふ
り
、
神
楽
を
舞
た
ま
ふ
。
こ
の
時
岩
戸
を
お

し
ひ
ら
き
給
ふ
。
そ
の
時
し
よ
神
、
あ
わ
れ
、
あ
な
お
も
し
ろ
、

あ
な
た
の
し
、
あ
な
さ
や
け
、
ほ
け

l
¥
o

是
神
楽
の
根
元
、
神
道
ち
ゃ
う
ー
＼
の
極
秘
也
。
口
伝
厖
ミ
有
。

極
秘
書

駿
河
浅
間

源
太
夫
神

八
百
万
神

如
レ
斯
モ
云
゜

大
鼓
太
鼓
地
唄
後
見

天
地
人
三
オ
の
拍
子
、
陰
陽
等
秘
事
有
レ
之
。
口
伝
J

云
云
゜

一
、
神
功
皇
后
―
―
―
韓
御
た
い
し
の
時
、
九
州
筑
前
の
国
は
か
た
の
こ
お

り
、
諸
軍
勢
を
集
ア
大
酒
給
ふ
と
き
、
烏
帽
子
狩
衣
を
着
し
た
る
白
髪

の
翁
来
ー
ア
神
功
皇
后
に
申
や
う
。
な
ん
し
よ
の
せ
と
を
御
渡
り
あ
る
間
、

供
奉
申
へ
し
と
申
す
。
大
酒
た
ま
ふ
時
、
武
持
神
舞
給
ふ
。
是
を
後
に

武
内
神
と
云
。
武
内
の
宿
祢
な
り
。
宿
祢
ハ
氏
也
。
こ
の
後
件
の
翁
ま

ひ
給
ふ
。
今
申
楽
に
用
ぷ
羽
ハ
是
を
表
也
。
然
る
に
三
か
ん
を
し
た
か

0

ママ）

ヘ
給
ひ
て
後
、
神
詫
に
よ
り
て
住
吉
大
明
神
と
し
る
也
。
当
座
に
お

い
て
し
ら
さ
る
也
。
武
持
の
舞
則
千
歳
振
也
。
天
照
太
神
、
住
吉
大
明

神
同
一
体
也
。

三
番
申
楽
ハ

地

正
面
天

興
玉
神
也
。

翁
舞
の
内
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一
、
天
神
地
祇
感
応
し
た
ま
ふ
故
ー
一
万
物
ノ
精
霊
顕
ヽ
屯
舞
か
な
て
奉
レ

祝
心
也
。
能
ハ
神
楽
よ
り
出
た
り
。
神
楽
の
根
元
ハ
前
品
抄
書
岩
戸

の
前
の
作
法
也
。
天
地
の
有
情
非
情
共
二
目
出
度
事
な
れ
ハ
顕
ハ

れ
出
奉
レ
祝
心
也
。
物
の
精
霊
出
ー
玉
些
成
ァ
唄
か
な
つ
る
は
風
流
お

も
し
ろ
き
事
と
な
れ
り
。
LI

届‘、
4
.

風
流
之
事

一
、
神
代
L
名
今
改
呼
あ
ら
す
。
榊
竹
盃
秀
振
玉
7

也
。
依
1

必
珂
柄
ヲ
氏
巾
ニ
テ

っ
、
ミ
、
中
に
榊
竹
ノ
葉
ヲ
入
ル
也
。
数
其
儀
口
伝
。
今
ハ
不
包
也
。

再
鈴
ノ
伝
，
テ
伝
授
有
。

一
、
お
さ
へ

l
＼
お
う
。
此
儀
口
伝
也
。

復
云
゜

天
神
地
祇
人
神
ヲ
祝
祭
り
祈
念
心
持
ア
リ
0

初
日
ハ
天
神
、
二
日
ハ
地
神
、
三
日
ハ
人
神
也
。
故
二
初

H
ハ
千
秋
万
歳
ヲ
云
゜

天
の
如
ク
長
久
な
る
心
也
。
二
日
ハ
田
う
へ
の
事
ヲ
云
。
地
徳
ヲ
祝
心
也
。

三
且
子
孫
繁
昌
ノ
事
ヲ
云
。
人
神
ヲ
祝
祭
心
也
。
何
茂
陰
陽
ヲ
表
、
天
地

人
ノ
―
―
チ
う
備
タ
ル
ニ
ョ
リ
テ
神
明
の
内
證
叶
。
妥
ば
以
祈
念
之
心
持
、
感
ヽ
心
極

秘
也
。

鈴
之
事

一
、
脇
勤
レ
之
。
何
に
て
も
脇
能
尤
置
鼓
也
。
名
乗
ノ
前
二
有
レ
之
。
古

来
ハ
自
分
二
作
＿
ァ
勤
し
事
也
。
今
ハ

御
前
御
能
之
節
、
開
口
云
、
被
二
仰
付
＿
勤
事
也
。
齢
話
賛
ョ
リ
作
―
ァ
脇

一
、
自
二
懐
由
太
麻
袋
開
口
出
レ
之
、
脇
油
吟
。
依
二
気
贔
叫
、
云
u

開
ロ
一
可
レ
秘
々
々
。

脇
請
取
、
開
口
二
気
ノ
開
ク
マ
テ
黙
ス
。
口
伝
止
云
云
゜

一
、
四
且
初
日
ー
ー
カ
エ
ル
ト
。

乍
レ
去
四
日
メ
之
事
具
『
石
炉
之
ハ
帰
ル
ト
云
ハ
大
方
ノ
事
ー
ー
シ
テ
品
有
レ
之

ヲ
云
儀
也
。

一
、
翁
卜
大
方
書
ド
モ
本
ハ
於
幾
名
卜
書
也
。
名
を
置
卜
云
儀
也
。

一
、
翁
卜
書
ニ
シ
サ
イ
ア
リ
。
口
伝
―
―
有
レ
之
。

＼
一
●
笈
ー
一
口
伝
ア
リ

一
、
左
ノ
足
ヨ
リ
出
、
舞
台
真
中
ョ
リ
少
地
唄
座
の
方
江
出
た
る
と
思
ふ
程
に

¥li 

出
、
正
面
ム
キ
、
左
ノ
足
ヨ
リ
出
、
右
ニ
テ
ト
メ
、
左
引
。
袖
な
お
し
左
ノ
ヒ

拝。
＼
 

ザ
ツ
キ
、
右
ノ
袖
な
を
し
、
扱
ヒ
ザ
立
カ
エ
立
、
左
ノ
足
よ
り

●笈―ーテ庄一ーツク。
n

f

i

q

¥

1

0

ソ`
．`
カヘスナリ

笛
の
上
江
行
、
目
付
柱
ノ
方
tI
向
、
左
ノ
足
右
の
方
rL

ス
ベ
ラ
ス
心
、

＼
丘

ト
ク
ト
下
二
居
ル
。
尤
、
脇
正
面
の
方
iT
向
へ
し
。
千
歳
御
面
箱
ヲ
置
二

＼
六角
カ
ケ
テ
置
ザ
ル
ヤ
ウ
ー
ー
コ
ノ
ム
ベ
シ
。
扱
、
千
歳
座
＿
一
ツ
キ
1

ァ
、
三
番

●
公
二
口
伝
ア
リ
＼
じ

三
仕
手
柱
の
内
iI

入
。
笛
大
小
共
二
座
ぷ
有
。
笛
座
ツ
キ
吹
。
小
鼓
打
ヲ

翁
所
作
之
事

開
口
之
事
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＼
八

ロ
シ
テ
、
ト
ゥ

l
＼
卜
唄
。
千
歳
角
ト
ル
時
ー
冨
扇
下
二
置
、
面
ヲ
両
手
ニ
テ

ト
リ
、
ヒ
ボ
ト
キ
左
ノ
手
1

一
持
、
右
ノ
手
ー
；
袋
ヲ
ト
リ
、
箱
ノ
フ
タ
ニ
ヲ
キ

¥
I
L
 

カ
ク
ル
也
。
尤
、
ヒ
ボ
後
見
ム
ス
ブ
。
「
座
シ
テ
」
卜
箱
1

一
両
手
カ
ケ
、

¥+ 

左
ノ
方
~
ヨ
セ
、
「
マ
イ
ロ
ウ
」
卜
立
ー
ァ
、
右
ノ
ア
シ
ョ
リ
出
扇
開
。
大
小
ノ

前
羞
＂
キ
、
正
面
ニ
ア
両
手
合
せ
、
尤
、
正
面
ム
ク
。
抜
手
ヲ
ノ
ゲ
扇

＼
上
一

ロ
ク

-5ぢ
ア
ク
ル
。
「
千
早
振
」
ト
ウ
タ
フ
。
「
ソ
ヨ
ヤ
」
卜
左
右
ふ
1

ト

＼
土
二

ク
ア
ト
げ
シ
テ
タ
ッ
ハ
イ
。
「
千
年
の
鶴
」
卜
唄
、
「
ア
リ
ワ
ラ
ヤ
」
ト

＼

十

四

＼

|

万

右
ノ
ア
シ
ョ
リ
右
礼
ウ
ケ
テ
左
iI

廻
り
、
シ
テ
柱
ノ
キ
ワ
ニ
―
こ
シ
カ
ケ
ノ
ヤ

＼

十

六

ー

＼

十

ヒ

ゥ
ー
一
シ
テ
拍
子
二
「
ア
レ
ハ
」
ト
ヒ
ラ
ク
。
正
面
rr
左
右
ノ
コ
ト
ク
シ
テ
出
、

＼

卜

八

（

マ

マ

L
¥
、

十

九

ー

＼

、

11

サ
シ
シ
ト
メ
ノ
ゴ
ト
ク
メ
コ
シ
カ
、
メ
、
扇
ニ
テ
ウ
ケ
ノ
リ
ニ
、
扱
立
、

＼

廿

一

ー

＼

廿

1

-

＼"-――

「
イ
ヤ
イ
ヤ
ハ
ホ
、
」
卜
出
ル
。
尤
、
左
ノ
足
m
リ
目
付
柱
ノ
方
il

出、

_

＼

廿

四

●

笈

―

-LI

伝アリ

「
イ
ヤ
イ
ヤ
ハ
ホ
、
」
卜
留
拍
子
三
、
是
迄
出
ル
。
足
数
口
伝
ア
リ
。
援
、

¥
廿
fi

．災―-口伝アリ

大
臣
柱
ノ
方
左
行
、
右
ヨ
リ
出
、
右
ニ
テ
ト
メ
拍
子
三
、
是
迄
。
足
数
口
伝

¥
uハ

ア
リ
。
是
ヨ
リ
カ
マ
ワ
ス
左
溢
廻
り
、
左
右
ノ
ャ
ウ
ニ
シ
テ
出
、
角
＂
出
、

．妥二
n
伝

ア

リ

ー

＼

ー

七

＼

ー

＼

ー

＼

II
九

左
ノ
袖
か
つ
き
、
扇
面
の
方
汀
よ
せ
、
右
ir

廻
り
、
角
ぞ
＃
午
袖
マ
キ
、

メ
]
r

、
ト
ル
ヤ
ウ
ジ
テ
左
江
廻
り
、
大
小
ノ
前
―
-
1

迅
屈
ぢ
ノ
コ
ト
ク
跡
ii
シ

テ
、
コ
シ
カ
、
メ
、
一
閉
下
に
て
ウ
ケ
、
拍
子
―
―
-
。
抜
ア
カ
リ
、
「
千

秋
万
歳
」
ト
ウ
タ
フ
。
「
万
歳
楽
」
卜
左
rr
廻
り
、
両
手
ア
ワ
セ
、
「
万

歳
楽
」
よ
四
厨
ノ
方
哨
ル
。
扱
籟
方
ヘ
ム
キ
、
丑
勺
ハ
ア
シ
ョ
リ
出
、

¥llt六
ー

＼

侑

じ

ー

＼

llr

八

右
ニ
テ
ト
メ
、
右
ノ
ヒ
ザ
ツ
キ
扇
ヲ
下
ー
一
ヲ
キ
、
面
ヌ
キ
両
手
ニ
テ
イ
タ
ゞ
キ
、

箱
ノ
フ
タ
ニ
ヲ
キ
、
扇
持
、
扱
ヒ
サ
立
カ
エ
、
立
テ
、
右
ヨ
リ
出
、
フ
タ

＼

四

十

ー

＼

四

ト

―

¥

囮

ト

ー

一

イ
マ
ン
ナ
カ
ニ
テ
正
面
ム
キ
出
、
左
ノ
足
ニ
テ
ト
メ
、
右
ノ
ヒ
ザ
ツ
キ
、
拝
。

＼
匹
し
．．
 

扱
居
立
、
ヒ
サ
立
カ
エ
、
橋
掛
＂
向
立
、
右
ノ
ア
シ
ョ
リ
出
ル
。

「
タ
ッ
ホ
、
ホ
」
ニ
ア
ワ
セ
f
ン
テ
柱
ノ
キ
ワ
マ
テ
ア
ワ
セ
、
右
＿
；
ト
メ
、

＼
四
十
Jc

是
ヨ
リ
カ
マ
ワ
ス
楽
や
＂
入
也
。

太
夫
後
見
之
事

一
、
太
鼓
ノ
ア
ト
ヨ
リ
出
、
笛
ノ
上
れ
行
イ
ル
。
太
夫
、
面
カ
ク
ル
時
ニ
ヒ
ホ

＊
ウ

ム
ス
ブ
。
太
夫
立
総
窄
面
箱
フ
タ
ト
リ
、
鈴
取
出
／
、
鈴
ノ
方
ヲ
持
、
千

歳
品
吟
。
黒
色
取
出
ン
、
地
唄
；
取
次
、
後
見
座
晶
呼
。
扱
も
と
の
こ

と
く
ふ
た
を
置
、
太
夫
面
箱
ノ
方
心
禿
時
ー
一
見
合
、
能
所
u
ナ
ヲ
ス
ベ
シ
。

サ
キ

太
夫
楽
や
iL

入
卜
前
の
後
見
ハ
切
戸
ロ
ヨ
リ
入
へ
し
。
ア
ト
ノ
後
見
ハ
鈴
ノ
段

過
荷
箱
シ
マ
イ
、
切
戸
口

f
持
テ
入
へ
し
。

シル

一

、

黒

星

印

シ

極

秘

也

。

数
八
ツ
ア
リ
°

■外如佃シルシ
n
伝ニアリ。

シル

一

、

朱

ノ

印

シ

ロ

伝

也

。

数
四
十
五
ア
リ
。

一
、
中
臣
祓

一
、
最
要
中
臣
祓

右
、
翁
勤
ル
朝
、
可
二
相
勤
一
也
。
如
レ
此
趣
致
一
伝
受
一
、
以
レ
略
可
レ

勤
レ
之
也
。

波
羅
伊
玉
意

喜
余
目
出
玉

一
、
猿
楽
卜
云
事
、
猿
女
君
）
名
ョ
リ
ワ
コ
レ
リ
。
委
ハ
ロ
伝
ニ
ア
リ
。
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右
、
翁
秘
書
、
金
剛
代
ミ
家
伝
、
雖
レ
為
極
秘
＼
依
レ
為
一
、
厚
望
一
令
―

相
伝
書
写
一
贈
之
候
。
毛
頭
他
見
無
用
。
努
ミ
お
ろ
そ
か
に
不
レ
可
レ
被
レ

致
者
也
。

如
如
刑
認
可
レ
贈
。
努
々
お
ろ
そ
か
に
不
レ
可
レ
伝
。
又
仕
舞
付
之
内
朱
引

之
下
二
二
三
付
ァ
有
。
是
ハ
付
間
敷
、
只
朱
引
斗
可
レ
有
レ
之
也
。

宝
永
二
歳
乙
酉
九
月
吉
曜
日

金
剛
太
夫
坂
戸
久
明
[
印
]
[
花
押
]

誰
殿

年
号
月
日

名
判
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